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沖縄県宮古島東方沖ピストンコア中の貝形虫について
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Abstract

Twentysevenspeciesofostracodesbelongingtonineteengeneraarereported

fromthepistoncoreeastoffMiyako-jima(24.45'Ｎ,127.01'Ｅ）

Theostracodefaunainthepistoncoreiscomposedmainlyofostracodespecies

suchasK)ｾﾞﾉﾉｂｅ如加jZわ,Ｋ>ｳﾞﾉﾉﾙｃｓｐ.,Pbsc趣"α”iczJsP2‘"ｃｍｔｚＵＳａｎｄＷ！c"”"cJlzzsp．

コアを構成する堆積物は，主に粘土から成っ

ており,中･下部は底生動物によるBioturbation

が見られる。又，コアのトップより98cm,247cm，

250cmの位置には，それぞれ１cm，３cm，３cmの

黄褐色の火山灰層をはさみ,264cmでは不整合面

が見られる。さらにトップより25cmまでが濃い

黄褐色を呈し，それより以下では，全体として

黄灰色を帯びる。コアの堆積物は，田中(1985）

によると約13万年前から現在までの堆積物であ

ると考えられている。

このコアから貝形虫化石群集の解析のため４３

サンプルを採取した（Fig.２)。尚，残りのサン

プルは貝形虫以外の微化石の研究などに使われ

ている。

処理方法は，まず各堆積物サンプルを乾燥さ

せた後，その重童を計る。次に250メッシュのふ

るいで洗い(粒径0.063ｍより大きいものが残る)，

得られた残置を乾燥した後，それより貝形虫を

拾った。その結果得られた貝形虫化石は，群集

解析に使用した。

はじめに

貝形虫化石は分類学的研究が主であるが,又，

古環境を推定する上で１つの重要な手段として

研究が盛んに行われてきた。1984年10月，宮古

島東方沖大陸斜面上部において，ピストンコア

が採取された。現在その中に含まれている微化

石の各々のグループについて研究が進められて

いる。

本研究では，コアに含まれる貝形虫化石群集

について，種組成とその垂直変化を明らかにした。

本研究において－部データを提供して頂いた，

琉球大学理学部海洋学科の氏家宏教授，山本聡

博士に，深く感謝の意を表する。

コアの記載及びその処理方法

ピストンコアは東京大学海洋研究所所属の淡

青丸によって，昭和59年10月21日，北緯24.45'，

東経127.01'の宮古島東方沖，水深2200ｍの大陸

斜面上端近くで,長さ416cmにわたり採取された

（Fig.1)。
結果及び考察

＊InsLofEarthSci.,ＣｏｌＬｏｆＥｄｕ.，Univ・ｏｆｔｈｅ

Ｒｙｕｋｙｕｓ

＊＊AsaumiJunHighSch・Nagasaki

図表（Ｉ）は，サンプルナンバー・コアのト

ップからの深さ・堆積物の乾燥重量・残澄の乾
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しかしながら，この貝形虫群集の中には，比較

的浅い環境に生息すると思われるLojmcmzcﾉbzz

sp・がごく少数ではあるが出現している。このこ

とは，静かな環境下だったとはいえ，若干の流

れがあったものと考えられる。

操重量・残置の堆積物中に占める割合の重量％

値・貝形虫の個体数．堆積物809当たりに換算

した貝形虫の個体数を示す（Tablel)。

その結果，貝形虫化石の全個体教は3140個体

であった｡比較的個体密度の大きいサンプルは，

サンプルナンバー２．３．５．７で，それぞれ堆積

物809当たり200個体以上となっている｡サンプ

ルごとの貝形虫の数と堆積物中の粘土の占める

割合について調べてみたが，はっきりとした関

係はないようである（Fig.３，４)。しかしながら

残置の内容物を調べてみた結果，内容物中に火

山性噴出物。即ち，ガラス片及び鉱物が多いポ

イントでは，貝形虫は少なく，逆に，それらが

少ない場合は，貝形虫の数は増える傾向にあっ

た。

これは火山性の堆積物が海底に堆積した結果，

貝形虫が生存しにくい環境になったものか，又

は，火山性堆積物が供給された結果，全体とし

て堆積速度が増し，そのため貝形虫の殻の単

位堆積物当たりの数が減少したものと思われ

る。

次に種組成について述べてみる（Table’２)。

出現した貝形虫は全部で19属27種にのぼり，全

ポイントでＫｊ４ｉ仇ｅ如加趣が優占種として出現

している.他にＫ流鋺ｅｓｐ．・Pbs2鋤"α”た蛎

迦"c､妬・WYCﾉi"､"eJAzsPが比較的多く見ら

れる。又，CWlie，り，妃）ｗｚｓｐ.は新種であると思

われる。

次に先に述べた産出頻度の高い４種について，

各々の種の占める割合の垂直変化(Fig.5)を示

す。尚，他の種は「Others」として一括してあ

る。これによるとＫｊ６ｉ"ｂｅ如加jZibzは，少ないポ

イントでも全体の約25％，多いポイントで約７６

％を占め,平均して約62％を占めている｡Ｋ)ajJWze

sp・は平均して約７％Pbsc鋤"α加jCzfs”"cjzz鮎

は約10％，Ｗﾉｾﾞbﾊ”"c此sp・は約５％を，それぞ

れ占めている。

種組成について，貝形虫群集全体を通して言

える事は，群集を構成する要素がほとんど深海

性の貝形虫であり，この事は，コアの得られた

海域が約13万年前から現在に至るまで深海の環

境であったことを物語っていると考えられる。

結語

宮古島沖で採取されたピストンコア中に含ま

れる貝形虫化石群集の種組成を明らかにした。

その結果，１９属27種の貝形虫を同定した。優

占種としては，最も産出頻度の高い，Ｋ"腕Ｂ

ｉ"”“をはじめとして，Ｋγｊｊｈｅｓｐ．・

Pbsejcj0"α”た妬”"cmtzUs．Ｗﾉﾋﾞcﾉ’？,izz"cﾉﾉｔｚｓｐ・

があげられる。尚，Ｃｙ仇eﾌﾞｲ,,花われｓｐ､について

は新種の可能性が高い。
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ExplanationofPIatel

Fig､1．Pbscjtわれα,"ｊｍＳ抑〃0γ

Lateralviewofleftvalve,ｘ55．

Fig.2．Pbscjcわ"α郡ｊｍｓ”"C、〃お

Lateralviewofleftvalvax55、

Fig.3．Ｃｙ仇emPjWmzsp・

Lateralviewofrightvalve,xlOO・

Fig.４．ｑﾉ仇emPね,wzsp・C

Lateralviewofrightvalve,ｘ55．

Fig.５．ｑ/仇emPね?ｗｚｓｐ・A

Lateralviewofleftvalve,ｘ100．

Fig.6．Ｃｙ仇c”sP

Lateralviewofleftvalvex55・

Fig.7-9.ｑ'肋empjc1wzp〃どわz煙cZg

〆Lczjemノz'彪汕Ｑ／航”雄,ｘ頑

８．Ｌαね、/fﾉjCZUq／噸ｶﾒ”姓,ｘ頭

,αﾉﾉﾉｶｾ巴ｓか〃c雌花α"‘CO"０６

ノガ)besp"ｃｓｑ／峨叩ﾉﾋﾞﾉe,ｘＩ市．
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ExplanationofPlate2

FZgZ． １，６ﾉﾉﾙｅ畝〃ｊuhz

Lateralviewofleftvalve,x8U

Cy腕cmp妃われれ"cわれαAz畝加

Lateralviewofleftvalve,ｘ75.

Ｅ"Gy腕c”sP

Lateralviewofleftvalve,xlOq

A6yssoGy仇e花ｃｆＡ.”0"jbzz

Lateralviewofleftvalve,ｘ５ｑ

Ｂｍｄﾉ日ソ(zcf・Ｂａ必atmssm

La蛇、ノＤｉｅＺＤｑｎｆｇﾉbtmJz）C,ｘ“・

RoclbZzﾉﾉｉｂｉ"塵，幼"Ce/bm

Lateralviewofleftvalve,ｘ75.

7,9,Bmdノビ)izz"mnj9zα"２

７．Lateralviewofleftvalve,ｘ75,9．

Anteriormarginofleftvalve,ｘ370.

8,10.rlmcﾉbﾂﾙ6e疵ｓｐ、

8．Lateralviewofrightvalve，ｘ37,

10.Projectionswithsimpletypenor‐

ｍａｌｐｏｒｅｏｎｏｕｔｅｒｓｕｒｆａｃｅｏｆｒｉｇｈｔ

ｖａlve,ｘ252.
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Fig.3．

Fig.4．

Fig.5．
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